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道徳の22の内容項目を紹介します！！part２ 
 C主として集団や社会との関わりに関すること、D主として生命や自然、崇高なものとの関わりに関

することの内容項目について紹介いたします。よりよい生き方の指標になっていくものだと思います.

御覧ください。 

C 主として集団や社会との関わりに関すること 

 10 遵法精神、公徳心 

   法やきまりの意義を理解し、それらを進んで守るとともに、そのよりよい在り方について考え、自他の権利を大

切にし、義務を果たして、規律ある安定した社会の実現に努めること。 

 11 公正、公平、社会正義 

   正義と公正さを重んじ、誰に対しても公平に接し、差別や偏見のない社会の実現に努めること。 

 12 社会参画、公共の精神 

   社会参画の意識と社会連帯の自覚を高め、公共の精神をもってよりよい社会の実現に努めること。 

 13 勤労     勤労の尊さや意義を理解し、将来の生き方について考えを深め、勤労を通じて社会に貢献すること。 

 14 家族愛、家庭生活の充実 

   父母、祖父母を愛し、家族の一員としての自覚をもって充実した家庭生活を築くこと。 

 15 よりよい学校生活、集団生活の充実 

   教師や学校の人々を敬愛し、学級や学校の一員としての自覚をもち、協力し合ってよりよい校風をつくるとと

もに、様々な集団の意義や集団の中での自分の役割と責任を自覚して集団生活の充実に努めること。 

 16 郷土の伝統と文化の尊重、郷土を愛する態度 

   郷土の伝統と文化を大切にし、社会に尽くした先人や高齢者に尊敬の念を深め、地域社会の一員としての自覚

をもって郷土を愛し、進んで郷土の発展に努めること。 

 17 我が国の伝統と文化の尊重、国を愛する態度 

   優れた伝統の継承と新しい文化の創造に貢献するとともに、日本人としての自覚をもって国を愛し、国家及び

社会の形成者として、その発展に努めること。 

 18 国際理解、国際貢献 

   世界の中の日本人としての自覚をもち、他国を尊重し、国際的視野に立って、世界の平和と人類の発展に寄与すること。 

D 主として生命や自然、崇高なものとの関わりに関すること 

 19 生命の尊さ     生命の尊さについて、その連続性や有限性なども含めて理解し、かけがえのない生命を尊重すること。 

 20 自然愛護        自然の崇高さを知り、自然環境を大切にすることの意義を理解し、進んで自然の愛護に努めること。 

 21 感動、畏敬の念   美しいものや気高いものに感動する心をもち、人間の力を超えたものに対する畏敬の念を深めること。 

 22 よりよく生きる喜び 

   人間には自らの弱さや醜さを克服する強さや気高く生きようとする心があることを理解し、人間として生きる

ことに喜びを見いだすこと。 


